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令和８年４月30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜南陵高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

    具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①評価と指導の一体

化・観点別評価の充

実を図る。また、生

徒の自学自習を促進

させ、個別最適な学

びを提供する。 

②福祉マインド・思

いやりの心を醸成す

るべく、教科横断的

な学習を実践する。 

③学校行事や生徒会

活動を充実させ生徒

の主体性を育み自己

肯定感を高める。 

①生徒の学習意欲につ

なげるため評価と指導

の一体化・観点別評価

及び形成的評価につい

て教職員全体で確認を

し、より良い評価を行

えるようにする。 

①生徒に自学自習の習

慣をつけさせるための

方法を模索する。 

③生徒の主体性を育み

自己肯定感を高め、思

いやりの心を醸成す

る。 

①観点別評価などについ

ての研修会を実施し、教

科ごとに検討する時間を

設けて研鑽を深める。 
①ＩＣＴ機器の利活用の

研究を深め、生徒の学習

習慣の確立に向けた提案

を行えるようにする。 

 

③行事や部活動におい

て、「生徒主体」のプロ

セスを導入する。生徒一

人ひとりに活躍の場を与

えるため、役割の細分化

を行う。活動後に、結果

だけでなく過程や成長を

確認する「振り返りの時

間」を確保する。 

①研修会を実施できたか。

また、その後の教科会で具

体的な検討ができたか。 

 
①様々な機器等の研究を行

い生徒に提示できたか。 

 

 

③与えられた役割やそれ以

外について、自発的に課題

を発見し、解決に向けて行

動させることができたか。

集団への貢献や自分自身の

成長を実感し、自己の価値

を認めさせることができた

か。立場や意見の異なる他

者を尊重し、協力したり、

困っている仲間をサポート

したりさせることができた

か。 

     

２ 
生徒指導・
支援 

①困難を抱える生徒

の現状をとらえ、支

援の方向性を定め

る。 

②生徒に基本的な生

活習慣を身につけさ

せ、問題行動への対

応を充実させる。 

①教育相談体制が整っ

てきたので、ｹｰｽ会議等

を積極的に行い、生徒

が抱える困難やニーズ

を把握し諸機関と連携

したより良い支援を行

えるようにする。 

②組織的な対応を行い

問題行動の未然防止、

問題行動への的確な対

応を行う。 

 

①教育相談ﾌﾛｰ図に従い

SC・SSW や校外機関との連

携を強め、個ではなく集団

での支援を行う。 

①生徒の実態に応じた支援

を行うため支援員やﾎﾞﾗﾝﾃｨ

ｱを有効活用し、TT が有機

的に機能するよう、こまめ

な打合せを行う。 

②日頃より生徒を観察し、

ｸﾞﾙｰﾌﾟ・学年に留まらず学

校全体で情報共有し問題行

動等の未然防止に取り組

む。情報交換会・ｹｰｽ会議

を機能させ、迅速・適切な

対応を行う。 

①生徒に応じたきめ細かい

適切な組織的な支援を行っ

たか。 

①ｻﾎﾟｰﾄﾄﾞｯｸの結果等を活用

し、困っている生徒に対応

できたか。 

①TT が機能する教育活動が

行えたか。 

 

②問題行動は少なくなった

か。情報交換会やｹｰｽ会議を

組織的に行うことができた

か。 

     

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

    具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①校内及び家庭での

学習時間を保障し、

生涯を通した学習へ

の態度を醸成する。 

②進路指導の充実を 

図り、生徒の進路第 

一希望を叶える方策 

をとる。 

①学習時間の確保のた

め様々なﾂｰﾙを利活用さ

せ、自学自習の習慣作

りを行い基礎学力の充

実を図る。 

②生徒の進路第一希望

（=指定校推薦ではな

い）を叶えるための方

策を計画し実行する。 

①学習の指導において ICT

の活用や補講等の学習支援

を行い基礎学力の定着を図

り自学自習の習慣を育成す

る。 

②進路説明会や講話等のキ

ャリア行事を通して、将来

への目標意識を高める。進

路情報を教職員で共有し、

きめ細やかな進路選択支援

を行い進路の第一希望への

意識を高める。 

①ICT を有効に活用する

ことができたか。補講等

の支援により基礎学力の

定着を図ることができた

か。それらを通じて自学

自習を習慣化できたか。 

②生徒がキャリア行事を

通じて自身の目標設定に

向けて取組むように指導

できたか。生徒の実力を

伸ばし、進学希望が実現

できる支援が行えたか。 

     

４ 
地域等との
協働 

①地域との交流を学

校全体に広げ、持

続性を持てるよう

にし、ｿｰｼｬﾙ・ﾘｽ

ﾎﾟﾝｽﾋﾞﾘﾃｨを果し

ていく。 

 

 

 

 

①より多くの生徒が交

流事業に参加できるよ

うに組織的に動き、全

ての生徒に交流事業を

提示し、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の

意義を伝える。 

①ｿｰｼｬﾙ・ﾘｽﾎﾟﾝｽﾋﾞﾘﾃｨ

の概念を醸成し、学校

の社会的責任を考える

ことができる生徒を育

て、地域とともに発展

する態度を養う。 

①総合的な探究の時間を通

して、地域の文化や歴史を

理解させ、地域との連携強

化のため、地域イベント等

に参加し交流を深めるとと

もに、共生社会の在り方を

考えさせる。また、ﾎﾞﾗﾝﾃｨ

ｱ活動の意義を伝え、多く

の生徒がﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに参加で

きるように導く。学校の社

会的責任を考えることので

きる生徒を育てる。 

①学校と地域の相互理解を

深める。また、地域の力を

学校教育の場に導入できる

よう努める。 

 

①社会問題への意識を高

め、主体的に行動する力

を身に着けさせることが

できたか。地域に貢献す

る活動を意識させﾎﾞﾗﾝﾃｨ

ｱ活動に参加させ、学校

の社会的責任を考えさせ

ることができたか。 

①地域と学校との相互理

解を深め地域の力を教育

の中に取り入れることが

できたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒が安心して通

える安全な環境を整

えるとともに、防災

意識を高く持つ。ま

た、校内美化に努め

る。 

②事故不祥事防止に

努め、ﾋﾔﾘﾊｯﾄで食い

止められる組織を作

る。 

 

 

①様々な想定での訓練

を計画実施し、常に備

える意識を涵養し、ま

た校内美化に努める。 

②事故不祥事防止に努

める。 

②時間外在校等時間の

縮減に努め月 45時間以

内に収まるようにす

る。 

②「神奈川県の学校部

活動に関する方針」を

遵守し部活動休養日を

週２日以上設ける。 

①多様な場面を想定した避

難訓練を複数回実施する。 

①全校一斉清掃や美化点

検を継続し、防災意識と

環境保全意識を醸成す

る。 

 

②研修の講師役を職員が分

担で務めることで、お互い

に気に掛け合う職場環境を

構築して未然防止に努め

る。 

②各職員が勤態システムの

集計状況を定期的に把握す

る習慣を付け、適正化に努

める。 

②活動計画の作成と実施結

果の報告を徹底し、活動状

況を見える化する。 

①訓練での迅速な避難行

動が定着したか。 

①清掃や定期点検を通じ

て良好な校内環境が年間

を通して維持されている

か。 

 

②事故不祥事の防止につ

なげることができたか。 

②時間外勤務時間の適正

化が図られたか。 

②活動休業日が週２日以

上を維持できたか。 

     

 


